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世欝数　7，547
　市の人口　43，240
　男20，621　　女22，619
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回
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一
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議
長
∂
b
‘

樋
口
氏
選
出

新
予
算
を
控
之
請
願
探
樺

第
剛
回
臨
時

市
議
会

か
ね
て
請
願
中
の
学

佼
プ
ー
ル
な
ご
採
択

　
前
回
ま
で
に
各
常
任
委
員
会
に
付

託
継
続
審
査
に
な
っ
か
請
願
の
0
小

貫
、
柴
禽
地
区
の
可
搬
動
力
ポ
ン
プ

購
入
②
川
治
小
中
学
校
及
び
中
条
、

大
井
田
両
小
学
校
、
中
条
中
学
校
、

　
一
月
二
十
日
第
一
同
市
議
会
臨
特
会
が
開
会
さ
れ
、
市
長
提

出
議
案
十
件
、
請
願
な
ど
七
件
及
び
継
続
審
査
に
付
さ
れ
た
請

願
、
陳
情
九
件
合
計
二
十
六
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
な
お
菅
村
議
長
の
辞
賊
に
よ
り
新
議
．
長
選
挙
と
な
り
、
翌

二
十
一
日
と
会
期
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
二
月
に
入
り
、
．
彩
年
度
予
騨
．
嗣
成
を
ひ
か
え
、
こ
れ
ま

で
に
継
続
審
査
中
の
齋
願
な
ど
腐
審
．
査
決
定
し
て
遠
か
に
新
年

度
予
算
に
反
決
、
∋
せ
る
為
に
二
目
十
一
日
第
二
回
南
議
套
隔
蒔

会
が
召
棄
さ
．
れ
、
謎
玩
需
、
貨
中
の
諸
謁
競
は
二
、
三
を
じ
て

決
定
を
み
ま
し
た
。
乙
の
二
回
の
議
尖
か
ら
主
な
も
の
を
δ
ろ

っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
濠
す
。
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高
板
狸
．
時
制
中
寡
分
校
の
各
学
板
ブ

ー
ル
の
建
融
④
ろ
う
あ
児
教
、
酋
費
の

皿
補
助
④
山
本
、
巾
若
宮
、
川
原
町
線

の
道
路
改
良
新
設
⑤
六
簡
橋
架
替
な

ど
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
、
委
員
の
報
酬

引
上
案
否
決

　
各
市
の
状
態
か
ら
比
較
し
て
現
下

の
市
の
議
員
、
委
員
の
報
酬
は
低
い

の
で
、
こ
れ
が
引
上
げ
案
が
提
案
さ

一
れ
ま
し
た
が
、
市
則
政
の
現
状
か
ら

自
粛
す
べ
き
で
あ
る
と
否
決
に
な
り

ま
し
た
。

麗
内
運
動
場
並
び
に
教
員
住
宅
建
築

④
福
対
協
倉
庫
建
設
補
助
⑤
併
坂
、

池
沢
線
道
路
改
修
⑤
国
道
四
日
町
地

内
舗
装
工
踏
⑦
県
立
十
日
町
高
校
農

葵
科
施
設
拡
充
な
ど
の
藷
願
は
各
常

任
委
員
会
に
付
託
継
続
審
査
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

菅
村
議
長
辞
職
、
新

議
長
に
樋
口
政
太
郎

氏
を
選
出

　
案
件
審
議
が
終
り
、
菅
村
議
長
か

ら
一
身
上
の
都
台
に
よ
り
議
長
の
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
こ
れ

を
上
口
、
出
審
議
の
結
果
、
菅
村
議
長
の

意
を
了
と
し
て
許
可
さ
れ
ま
し
た
が

こ
れ
に
と
も
な
い
後
任
議
長
の
選
挙

一
に
入
り
ま
し
た
が
、
人
事
問
題
で
あ

る
の
で
．
慎
、
重
に
審
議
さ
れ
、
当
日
は

市
民
税
均
等
割
、
固

定
資
産
税
率
そ
の
他

証
明
手
数
料
な
ど
引
一

上
げ
決
る

市
民
税
の
均
等
割
二
〇
〇
円
を
二
㎜

写
爾
部
鎌
順
講
轄
筋

が
．
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
，

一
の
飽
証
明
幕
数
劉
三
〇
円
が
器
○
円
㎜

『
に
、
露
店
出
店
料
は
一
五
〇
円
を
二

δ
o
円
に
引
霧
、
そ
れ
ぐ
胃
㎜

一一
日
か
ら
実
施
と
決
ま
り
ま
し
た
。
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自
動
車
検
査
場
は
じ
。

　
め
国
道
四
日
町
地
内
皿

舗
装
工
皐
な
ご
継
続
㎜

審
査
と
な
る

　
0
自
動
東
検
査
場
の
整
備
⑫
高
田

町
四
丁
目
道
路
改
良
0
飛
二
小
学
校
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

選
挙
に
至
ら
す
、
翌
二
十
一
円
選
挙

に
ょ
り
樋
口
政
太
郎
氏
が
新
議
長
と
一

し
て
撰
出
さ
．
れ
ま
し
た
。

第
二
回
臨
時

市
議
会

　
ま
ず
建
欝
委
員
長
樋
口
政
太
郎
氏

の
議
長
就
任
に
と
も
な
い
委
員
長
辞

任
を
承
認
、
後
任
に
太
田
藤
吉
氏
が

就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

請
願
高
田
町
四
丁
目

道
路
改
良
な
ご
四
件

採
択

　
前
回
よ
り
継
続
審
査
と
な
り
、
各

常
任
委
貴
会
に
付
託
審
査
さ
れ
て
い

ま
し
た
講
願
の
う
ち
0
の
自
動
車
検

査
揚
整
備
は
公
安
ナ
必
、
須
の
も
の
と

一家揃つて予防注射を受けましよう

議
長
就
任
．
こ
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
紙
の
報
遭
に
よ
っ
て
ご
承
知
の
と

　
一
月
二
十
一
日
開
催
の
市
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
菅
村
吉
治
氏
の
議
長

辞
任
に
ょ
り
き
推
挙
に
よ
り
ま
し
て

議
長
の
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
市
政
の
こ
と
に
つ
い
て
は
側
時
も

④
①
の
高
田
陶
道
路
改
良
、
国
道
、
四

日
聞
地
内
の
舗
装
は
、
主
、
要
道
路
の

整
備
充
実
の
見
地
か
ら
④
の
十
高
農

藁
科
施
設
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
農

業
教
育
の
振
興
上
、
そ
れ
ぐ
必
要

あ
り
と
認
め
、
各
常
任
委
員
長
の
報

告
ど
お
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
な
お

④
④
⑤
の
舟
坂
、
池
沢
線
遭
、
路
改
修

な
ど
三
件
に
つ
い
て
は
引
続
き
調
査

の
た
め
怪
．
．
覗
審
査
に
付
す
る
こ
と
に

π
、
の
ま
し
た
。

選
挙
関
係
非
常
勤
職

員
の
報
酬
引
上
げ
な

ご
可
決

　
釆
謬
貝
侵
一
二
、
O
O
O
円
を
ふ
ハ
、
0

0
0
円
に
、
．
委
員
二
、
五
〇
〇
円
を

五
、
O
O
O
円
、
選
挙
長
二
〇
〇
円

を
ズ
O
O
O
円
に
、
開
票
、
投
票

管
理
者
三
〇
〇
円
、
立
会
人
二
〇
〇

円
（
各
一
〇
〇
円
増
）
と
可
決
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
新
し
く
林
野
管
理

常
任
．
委
員
二
、
O
O
O
円
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

§
、
巌
隔
ミ
、
遍
臓
ミ
誉
璽
ミ
ミ
輌
§
殉
ミ
ミ
ー
き
ミ
…
襲
襲
、
ミ
職
匙
醤
軸
ミ
￥
軸
矯
き
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一
月
二
十
日
の
市

議
会
で
市
税
の
賦

課
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
が
議
決
さ

れ
、
四
月
一
日
か

ら
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
改
正
藤
点
は

次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　
一
、
市
税
に
つ
い
て

　
先
ず
個
八
均
等
割
が
今
ま
で
二
百

円
で
あ
っ
た
の
を
二
百
五
十
円
と
五

十
円
引
上
げ
ら
れ
、
納
税
義
務
者
は

一
万
二
千
五
百
名
で
あ
り
ま
す
の
で

六
十
二
万
五
千
円
増
収
と
な
り
ま
す

　
二
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　
市
税
の
六
割
を
占
め
て
お
り
ま
す

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
税
法
の

改
正
以
来
百
分
の
一
・
四
の
標
準
税

率
を
用
い
て
来
ま
し
た
が
、
今
度
百

分
の
一
・
五
と
し
百
分
の
O
・
一
だ

け
引
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
税

増
収
額
は
、
土
地
九
十
八
万
八
千

円
、
家
屋
百
十
一
万
四
千
円
、
一
般

償
却
資
産
三
十
一
万
円
で
併
せ
て
二

市
税
條
例
の

の
増
額
が
別
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
大
口
分
に
つ
き
ま
し
て

は
・
大
衆
課
税
と
は
全
く
別
個
な
も

の
で
あ
り
ま
す
。
結
局
固
定
資
産
税

で
増
収
を
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
ざ

っ
と
四
百
五
十
万
円
と
な
り
ま
す
。

尚
・
自
治
庁
が
示
し
た
昭
和
三
十
三

一
部
改
正

市
民
税
均
等
割
は
二
百
五
十
円
に

百
四
十
一
万
二
千
円
と
な
り
昨
年
に

比
べ
こ
れ
だ
け
余
分
に
課
税
さ
れ
る

訳
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
固
定
．
資
産

税
の
中
に
は
、
国
鉄
、
東
北
、
東
京

電
力
等
の
所
有
す
る
大
規
模
償
却
資

産
が
含
ま
れ
て
お
り
、
約
二
百
万
円

年
度
の
指
示
、
平
均
価
格
（
全
国
の
市

町
村
の
評
価
格
の
均
、
衡
を
保
つ
た
め

国
が
指
示
す
る
坪
当
り
価
絡
叉
は
反

当
り
価
格
）
に
よ
れ
ば
、
本
市
は
土

地
に
於
い
て
は
田
三
・
五
％
、
畑
四

・
O
％
、
山
林
五
・
五
％
、
原
野
五

　
　
　
　
一
ミ
贈
幅
ミ
ε

・
O
％
、
宅
地
五
・
五
％
と
そ
れ
ぞ

れ
上
、
廻
っ
て
来
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

評
価
替
区
に
よ
っ
て
約
五
十
万
円
の
・

増
収
が
見
込
れ
て
お
り
ま
す
。
家
尾

に
つ
い
て
は
逆
に
平
均
指
示
価
格
が

五
％
下
廻
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
乙
れ
は
古
い
家
屋
の
み
適
用
さ

れ
ま
す
の
で
、
新
増
改
築
特
に
新
築

の
家
屋
に
つ
い
て
は
多
小
平
均
悩
格

を
上
廻
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

個
々
の
家
屋
に
つ
き
ま
し
て
は
昨
年

来
よ
り
自
治
庁
の
示
し
た
評
．
価
基
準

に
基
き
一
斉
評
価
を
箋
搬
し
て
適
正

価
格
ω
算
出
に
着
々
整
理
も
進
ん
で

お
り
ま
す
。
こ
の
評
．
価
替
に
．
小
り
従

来
の
．
価
格
に
司
成
り
の
変
動
も
予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

』
咋
皇
7
2
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み
ん
な
予
防
注
射
を

　
腸
パ
ラ
注
射
が
始
ま
り
ま
す
。

．
川
治
地
区
・
下
条
地
区
闘
二
月
二
十

四
日
か
ら
、

十
日
町
地
区
、
中
条
地
区
躍
三
月
四

日
か
ら
．

山
ハ
醒
固
柵
摺
区
”
一
二
月
十
日
か
ら
’
。

吉
田
地
区
“
三
月
十
八
日
か
ら
。

　
各
世
帯
に
個
人
通
知
と
そ
の
地
区

の
日
時
案
内
が
嘱
託
員
を
通
じ
て
配

布
さ
れ
ま
す
か
ら
、
鳳
易
い
所
へ
貼

つ
て
下
さ
い
．

　
該
当
者

本
年
満
三
才
未
満
及
び
六
十
才
以
上

の
お
万
を
除
く
。

初
回
老
赤
紙
通
知
書
、
迫
加
者
臼
紙

通
知
書
。
通
知
漏
れ
の
お
万
が
あ
り

ま
し
た
ら
接
種
場
へ
お
出
下
さ
い
。

　
国
税
巡
回
「
苦
情

　
相
談
所
」
開
設

雛
灘
醗
繍

お
り
、
新
市
発
足
以
来
市
民
各
位
の

る
協
力
に
よ
り
、
五
ヵ
年
計
画
の
線

に
沿
っ
て
諸
學
業
が
蓄
女
と
実
現
し

て
参
り
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
ご
同
慶

に
た
え
ま
せ
ん
。

　
然
し
な
が
ら
懸
案
の
諸
事
棊
や
新

し
く
生
れ
て
来
る
諸
嶺
業
が
ま
だ
ま

だ
山
横
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
対
外
的
に
は
市
の
将
来
の
消

長
を
左
石
す
る
鉄
道
問
題
等
多
事
多

難
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
の
皆
さ

上
水
道
追
加
更
正
予

算
三
八
○
万
円
な
ど

可
決

　
上
水
道
追
加
更
正
予
算
給
水
工
學

費
三
八
O
万
円
が
可
決
．

　
元
吉
田
南
部
診
療
所
を
南
部
農
協

に
二
十
五
、
万
円
で
払
下
げ
可
決
。

　
教
育
委
員
会
馨
験
．
繊
＃
徳
一
氏
辞

任
に
よ
り
後
任
に
柳
儀
一
氏
（
農
藁

共
済
理
琶
固
定
資
葭
．
評
価
審
璽
公

員
会
蚕
員
竹
内
増
軍
郎
氏
辞
任
に
よ

り
、
後
任
小
冨
山
潔
氏
（
元
下
条
村

助
投
、
）
各
任
命
に
同
縣
が
あ
り
ま
し

た
。

災
害
復
旧
事
業
補
助

増
額
即
時
採
択

ん
と
と
も
に
其
の
責
任
の
重
大
さ
を
一

痛
感
い
た
し
て
お
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
素
よ
り
浅
学
菲
才
で
其
の
器
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
倣
刀
を
尽
し
て
い

地
方
自
治
伸
展
の
た
め
懸
命
に
努
力

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
議
会
建
殼
関
係
の
こ
と

に
つ
い
て
市
内
を
馳
け
巡
り
直
接
、

間
接
に
各
位
の
ご
指
導
と
ご
鞭
捲
を

い
た
だ
き
ま
し
た
學
を
厚
く
感
謝
申

上
げ
る
と
と
も
に
今
後
な
お
一
層
の
・

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
三
喬

就
任
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
〔
十
日
町
術
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
政
太
郎
〕

　
災
害
復
旧
事
黄
費
市
補
助
増
額
に

つ
い
て
各
地
区
土
地
改
良
区
よ
り
請

願
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
関
係
地
区

及
び
住
民
の
広
汎
と
鮮
済
効
果
か
ら

見
て
新
年
度
予
算
に
遠
か
に
反
照
さ

せ
る
為
異
例
の
本
会
講
即
時
採
択
を

た
ば
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
つ

　
　
「
タ
バ
コ
」
を
買
ろ
、
な
ら
市
、
内
の

タ
バ
コ
ヤ
さ
ん
で
．
と
い
う
と
伺
だ
か

お
先
棒
か
つ
い
て
い
や
し
な
♪
の
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
は
そ
の
通
り

な
の
で
づ
。
市
内
の
か
ぱ
こ
の
売
上

’
金
の
百
分
の
九
が
消
費
税
と
し
て
市

記
に
よ
り
巡
回
苦
情
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
ご
遠
慮
な
く
来
所
下
さ

い
。
　
　
　
　
＋
日
酊
税
奪

▽
ギ
催
十
日
町
商
工
会
議
所
▽
担
当

新
潟
苦
情
相
談
所
長
▽
日
時
二
月
十

九
巳
（
水
）
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
、

三
時
迄
▽
場
所
十
日
町
商
工
会
議
所

課
ら
計
量
単
位
統
一

　
　
メ
ー
ト
ル
法
に
な
れ
ま
し
ょ
う

か
ら
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
売
る
方
も
買
う
方
も
阜

く
メ
ー
ト
ル
法
に
慣
れ
る
よ
う
に
異

行
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
番
の
近
道
は
初
め
か
ら
十
グ
ラ

π
一
キ
。
グ
ラ
ム
奮
の
量
繕

れ
量
目
が
実
感
で
き
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
各
商
店
な
ど
で
商
品
の
百

グ
ラ
ム
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
な
り
の
量

の
見
本
を
陳
列
し
て
お
く
と
か
、
叉

は
実
際
に
腋
引
さ
れ
る
食
品
な
ど
一

〇
〇
匁
、
五
〇
匁
に
対
す
る
四
〇
〇

グ
ラ
ム
、
二
〇
〇
グ
ラ
ム
の
陳
列
な

ど
は
過
渡
期
と
し
て
は
結
構
な
こ
と

と
思
い
ま
す
。
別
表
に
メ
ー
ト
ル
法

お
買
物
表
を
登
載
い
た
し
て
お
き
ま

し
た
。
お
台
所
に
貼
っ
て
毎
日
の
お

買
物
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　
会
計
窓
口
よ
り

◎
騨
般
支
払

一
本
庁
支
払
は
五
日
、
十
五
日
｝

一
一
＋
五
日

’
出
張
所
支
払
は
十
日
、
二
十
…

二
日
（
日
曜
、
祭
日
の
場
合
は
翌
…

一
日
麦
払
）

一
電
話
連
絡
は
以
後
省
略
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
市
役
所
収
入
役
室
．

　
昭
和
二
十
六
年
六
月
七
日
に
公
布

さ
れ
た
計
量
法
に
ょ
っ
て
、
今
年
い

っ
ぱ
い
で
メ
ー
ト
ル
法
以
外
の
計
量

単
位
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
．
各
官

庁
、
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
、
各

種
業
界
も
デ
パ
ー
ト
、
小
売
店
な
ど

で
も
メ
聖
ト
ル
法
に
切
替
え
る
よ
う

そ
の
動
き
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
新

潟
市
の
デ
パ
ー
ト
で
は
正
月
か
ら
メ

ー
ト
ル
法
に
切
替
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
余
す
と
こ
ろ
一
年
足
ら
す
明
日
と

い
わ
す
今
日
か
ら
メ
ー
ト
ル
法
統
一

の
霞
践
に
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
し
か
し
長
い
間
習
慣
づ
け
ら
れ
た

尺
貫
法
や
ヤ
ー
ド
、
ボ
ン
ド
な
ど
の

頭
を
一
端
に
長
さ
は
メ
ー
ト
ル
、
重

さ
は
グ
ラ
ム
・
容
積
は
リ
ッ
ト
ル
と

切
換
え
る
こ
と
は
な
か
く
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
．
今

み
ま
し
た
．

竹
内
議
員
か
ら
田
川
町
北
、
原
線
道

路
改
修
促
進
に
つ
い
て
緊
急
質
問
が

あ
り
、
工
事
遅
延
原
因
、
貴
任
な
ど

損
害
負
担
義
務
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
市
長
、
元
建
毅
委
員
長
及
び
山

口
秀
二
議
員
か
ら
そ
れ
ぐ
説
明
が

あ
り
、
阜
急
な
善
後
方
策
に
つ
い
て

努
力
す
る
旨
の
答
弁
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

一
う
．

　
一
、
今
月
は
固
定
資
産
税
第
五
期
分

　
（
終
期
）
保
険
料
第
六
期
分
（
終
期
）

　
の
納
税
の
月
で
す
。
納
期
限
は
二
月

・
末
日
。

　
一
、
償
却
資
産
申
告
轡
の
提
出
期
限

』
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
若
し
未
提
出
の

お
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
至
急
提
出
し

て
下
さ
い
。

　
一
、
固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋
、
償

　
却
資
産
）
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
三
月

　
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
（
日
曜
を
除

　
く
）
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

　
台
帳
所
在
の
財
筋
課
及
び
各
出
張
所

　
に
於
い
て
行
い
ま
す
。

　
『
　
妻
…

溶
費
税

と
五
百
万
円

に
か
え
っ
て
き
ま
す
。

　
照
和
三
十
二
年
の
一
年
間
売
士
筒

は
五
千
九
百
余
万
円
セ
あ
り
蓉
し
ー

た
。
市
に
入
っ
た
金
は
ざ
っ
と
五
百

三
十
余
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
今
度
の
国
会
で
耕
事
が
百
分
の
十

　
一
と
な
る
見
込
で
す
。
そ
う
し
ま
す

と
年
間
七
百
万
円
．
近
く
が
市
へ
入
っ

て
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
、
短
期
旅
行
な
ど
に
も
所
要
量
は
是

非
而
内
の
お
店
か
ら
お
買
求
め
下
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

い
と
お
願
い
す
る
わ
け
で
す
。

　げ　　
古い戸籍は分解される

改置芦籍の一例
前
号
で
お

知
ら
せ
し
ま

し
た
と
お
り

古
い
戸
籍
の

よ
う
に
、
親

、
τ
’
・
‘
～
㌧
〔
・
《
（
♂
ミ

に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
し
い
制

度
で
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
四
月

よ
り
本
格
的
に
戸
籍
を
害
替
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
二
、
三
を

例
を
あ
げ
て
参
考
に
い
た
し
ま
し
た

戦
没
者
の
家
庭
に
見
ら
れ
る

市
税
ご
よ
み

一
、
嚢
榮
所
（
給
与
の
麦
払
主
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新

市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

串
に
な
，
て
い
る
給
与
の
麦
払
報
告

書
を
二
月
末
日
ま
で
に
提
出
す
る
よ

　
　
キ霧

　
　
　
叔
父
、
め
い

験
奪
が
薦
と

　
　
ヤ

　
　
・
圖
一
の
戸
籍

騰
蒲
一

　
　
　
婦
の
兄
弟
、
一

　　　　　　　　例　　　i新　　　 旧

長二長筆　　　 戸
　　　頭妹弟母
女男男者　　　 主

同同同罫同同同罫
　　長　　　　 長
松二太　松二　太
子郎郎梅子郎梅郎

（昭和32年）

たばこの市内亮上高
銘柄　個数　売上金額
朝日11．085332・550富　　　　　　士　　　　　　2。495　　　　　　124．750

ピース（5ケ入）　　L657　　　33L400

ピース　116．615　4．664．600
光78。3002・3｛9・0001ミ　　ー　　ノレ　　　　　22．390　　　　　　671．700

いこい　182．845　 914．225

新生753・58030・玉43・200
ノミ　　ッ　　　ト　　　　　320．975　　　　9．629．250

ミ　　　ド　　　リ　　　　　　　7．408　　　　　　370．400

キキヨウ　　64。440　 3。866．400

みのり　127．120　5．720．400
桃　　山　　　147　　22・050
富貴煙　　　124　　　L860
　　計59・14L785円

親
の
な
い
兄
弟
の
み
の
家
庭

の
例旧
戸
主

　
　
弟

　
　
妹

　
　
妹

新
筆
嶺
者

　
　
築
頭
者

　
　
筆
頭
者

山山山同岡同山
川川川　　　川

竹松太竹松太長
子子吉子子吉吉

三
つ
の
新
し
い
戸
籍
を
編
成
す
る

戸
主
山
川
長
吉
が
残
り
ま
す
。

親
子
三
代
の
い
る
家
庭
の
倒

1日新

戸
‡
バ
祖
父
）

長
男
次
男

長
男
の
妻

長
男
の
長
男

長
男
の
長
女

筆
頭
者

　
妻長
男
畏
女

同同同草同同同同同草
　　　木　　　　　　木
　一　 茂　一　　 茂
愛太君太慶太君茂太
子郎子郎子郎子二郎茂

　
長
男
の
夫
婦
親
子
が
新
し
い
戸
籍

　
を
編
成
す
る
。
戸
孟
輩
木
茂
と
次

　
男
茂
二
が
残
り
ま
す
。

農
地
は
勝
手
に

　
　
　
売
買
で
き
な
い

　
解
艶
凌
潰
し
て
宅
箆
や
磯
地
以
外

に
使
用
す
る
場
合
、
又
出
怨
暇
は
‘
醜

に
知
覇
の
許
司
を
鍛
．
け
な
い
レ
‘
登
記

が
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
農
地

法
違
反
と
し
て
三
年
以
下
の
懲
綬
又

は
十
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

逢
反
や
紛
争
の
起
ら
な
い
よ
う
に
事

．
前
に
ご
相
談
に
き
て
頂
き
た
い
。
区

画
整
理
地
内
で
も
同
じ
手
続
が
必
要

で
す
。
　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
）

談＾
轟＼
b張6
　‘ 　

【
問
】
　
近

く
改
製
さ
れ
る

戸
籍
に
よ
り
ま

す
と
私
は
婿
養

子
の
た
め
妻
が

戸
籍
の
筆
頭
に

記
載
さ
れ
る
そ

う
で
す
が
、
夫
を
戸
籍
の
筆
頭
に
記

載
さ
れ
る
よ
う
に
で
．
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
【
答
】
　
四
月
一
日
か
ら
向
う
三

ヵ
年
間
に
，
改
製
さ
れ
る
旧
法
戸
籍
の

諏
饗
子
羅
、
入
夫
婚
姻
し
た

戸
籍
は
夫
が
戸
籍
の
筆
頭
に
記
載
さ

れ
て
お
っ
た
の
が
妻
が
戸
籍
の
筆
頭

に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
場
合
夫
婦
双
方
か
ら
申
出
が

あ
れ
ば
夫
を
戸
籍
の
筆
頭
に
記
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
用
紙
は
戸
籍
係
で
準
備
し
て
あ
り

ま
す
か
ら
印
鑑
持
参
の
上
三
月
末
ま

一
で
に
申
出
て
下
さ
い
。

一36一
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ム
ぐ
ー

　
　
　
　
オ

い
な
街
づ

窪
づ
丑
ハ
同

昨
年
は
環
境
衛
生
組
織
活
動
と
清
掃

亭
業
に
絶
大
な
ご
協
力
を
頂
き
住
み

よ
い
街
明
る
い
街
づ
く
り
も
一
歩
一

歩
前
進
し
†
日
町
市
も
一
段
と
よ
い

環
境
に
な
り
つ
＼
あ
り
ま
す
。

雇
パ
　
　
‘
皐
嘱
　
街
路
に
は
い

慕
こ
舞
つ
も
ゴ
ミ
が
な

甜
慰
　
　
・
－
織
砺
く
本
当
に
サ
ッ

纏街
響
－
し
た
感
じ

騨
い
欝
欺
確
驕
魏

錦
個
よ
・
詮
，
歌
て
お
り
ま
す
。

簸
ゑ
慰
難

謹
韮
舞
川
、
側
警

縞
岱
｛
蔭
砿
に
は
ま
だ
汚
物

雛
て
鐵
の
投
繕
て
が

藤
つ
離
あ
り
、
講

欝
〆
　
　
き
ゆ
V
内
の
露
路
を
流

瀟欝　
響
難
輔
縫

鱗
皆
無
縷
影

両
陥
　
　
犀
ザ
冗
現
の
要
望
さ
れ

ノ
￥
の
フ

る
の
も
こ
の
点
に
あ
り
ま
す
が
、
葵

大
な
経
費
を
必
要
と
し
ま
す
関
係
上

一
度
に
間
題
解
決
は
望
め
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
各
戸
の
日
常
の
注
意
に
よ
り

ゴ
ミ
を
下
水
に
流
さ
な
い
こ
と
で

す
。
側
溝
の
改
修
も
は
じ
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
解
消
す
る
ま
で
は

互
に
努
力
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
今
年
よ
り
冬
季
も
ゴ
ミ
集

め
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
も
の
の
雪

に
よ
る
交
通
障
害
空
思
う
よ
う
に
も

ゆ
か
す
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

る
わ
け
で
す
。
保
健
衛
牛
課
で
は
各

コ
ミ
箱
を

ご
家
庭
の
強
い
δ
協
力
を
お
願
い
し

て
数
戸
共
同
の
ゴ
ミ
箱
の
設
置
を
望

ん
で
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
ょ
り
作
業

能
率
も
向
上
し
、
叉
厨
芥
台
所
の
ゴ

ミ
な
ど
は
特
に
早
く
処
理
す
る
必
要

も
あ
り
、
区
別
さ
れ
た
二
つ
の
共
同

ゴ
ミ
箱
の
設
置
を
町
内
隣
近
所
で
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
こ

れ
は
何
か
と
ご
不
便
も
伴
う
こ
と
と

存
じ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
大
乗
的
ご

協
力
と
ご
理
解
に
よ
り
美
し
い
街
づ

く
り
に
一
層
の
ご
麦
援
を
お
願
い
す

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

徹
底
的
に
や
り
ま
し
よ
う

　
　
蚊
・
蝿
の
駆
除
と
ね
ず
み
退
治

　
夏
季
の
一
番
不
愉
快
な
こ
と
は
蚊
’
果
は
上
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
と
し

と
蝿
の
飛
び
廻
る
こ
と
で
す
。
　
　
一
は
冬
を
越
し
て
い
る
蚊
、
蝋
を
雪
消

い
く
ら
飯
っ
て
も
殺
し
て
も
さ
い

え
と
共
に
一
斉
に
根
絶
す
る
よ
う
努

げ
ん
な
く
湧
い
て
く
る
。
昨
年
一
吻
・
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

年
の
市
衛
隼
．
課
、
寿
取
扱
っ
た
防
疫
薬
一
●
蚊
は
暗
く
て
風
通
し
の
悪
い
湿
気

剤
関
係
だ
け
で
．
も
特
別
清
掃
地
域
内
の
多
い
と
こ
ろ
に
お
り
ま
す
。
例
え

で
四
十
万
円
余
、
そ
の
他
の
地
区
で
㎜
ば
床
下
、
物
置
、
台
所
、
便
所
の
廻

は
百
十
万
円
た
す
。
こ
の
薬
剤
が
大
・
り
、
肥
料
溜
、
防
火
用
氷
槽
な
ど
に

変
な
労
力
を
か
け
て
蚊
、
蝿
の
駆
除

卵
、
幼
虫
、
桶
或
は
成
虫
で
越
冬
し

に
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
決
定
．
的
効
な
て
お
り
ま
す
。

、
、
眺
7
』
5
隊
「
転
9
’
畠
、
、
　
、
、
’
、
、
t
～
『
、
f
㌧
、
ー

●
蝿
は
塞
内
、
便
所
、
台
所
、
畜
舎

ゴ
ミ
箱
の
隅
な
ど
の
こ
れ
ら
の
土
中
…

二
、
三
寸
か
ら
五
寸
位
の
と
こ
ろ
に

幼
虫
蝋
な
ど
に
な
う
て
越
冬
し
て
お

り
ま
す
。

　
駆
除
は
そ
の
せ
い
息
の
有
無
を
確

め
て
殺
嫡
剤
を
撤
布
す
る
よ
う
に
し

ま
す
。
隣
近
所
共
同
で
実
施
す
る
よ

う
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
ね
ず
み
退
治

●
ね
す
み
退
治
は
昨
年
来
一
斉
．
駆
除

を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
衛
牛
組

合
数
の
半
分
が
薬
剤
申
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
他
の
方
女
は
そ
れ
ぞ

れ
の
方
法
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
時
期
は
こ
の
冬
季
が
一
番

好
機
で
あ
り
ま
す
の
で
引
続
き
実
施

蕪
鍵
蟹
な
か
っ
た
と

い
わ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、
大
体

通
路
に
薬
を
じ
か
に
置
い
て
あ
る
．
小

う
で
す
。
ク
リ
マ
ン
一
系
（
ノ
ー
マ
ア
）

隊、

翫
剤
は
ね
す
み
の
通
路
よ
り
少
し
離

れ
た
物
か
げ
に
ね
ず
み
の
好
む
落
花

生
と
か
、
油
揚
、
生
の
サ
ツ
マ
イ
モ

ぞ
ど
に
議
し
て
蓼
穿
・

一
　
黄
燐
糸
（
ト
ル
ベ
ッ
ト
）
薬
剤
は

人
畜
に
有
害
で
す
か
ら
充
分
注
意
し

て
使
っ
て
下
さ
い
。
こ
れ
は
や
は
り

物
か
げ
に
お
い
て
や
り
ま
、
つ
。

　
こ
と
し
こ
そ
ゴ
ミ
、
蚊
、
蝿
、
ね

す
み
の
い
な
い
住
み
よ
い
街
に
皆
ん

な
の
手
で
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

）
　
　
）
　
）
　
　
）
　
、
フ
　
）
　
　
）
　
）

　
レ
　
レ
　
レ
　
レ
　
レ
　
レ

心一
よ
く
聞
く
言
葉
で
す
が
「
う
ち
の
杉

一
は
何
十
年
た
っ
て
も
太
ら
な
い
」
と

一
こ
の
藁
ど
お
り
山
に
入
ぞ
鷺

一
萎
馨
憲
い
の
に
は
お

㎜
ど
ろ
き
ま
す
。

ヨ
れ
は
奪
し
事
山
に
も

か
な
り
よ
く
手
入
さ
れ
た
よ
い
林
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
大

変
よ
く
手
入
が
行
き
と
ど
い
て
い
る

の
で
成
長
率
が
よ
い
の
で
す
。

　
悪
い
林
は
、
せ
悪
な
土
地
条
件
に

蕊
餐
鱗
げ
い
陥
転
響
踏

土
地
條
件
の
悪
い
林
は

　
　
　
　
　
　
特
に
間
伐
手
入
が
必
要

こ
ろ
が
大
で
す
。

　
こ
う
し
た
土
地
条
件
の
悪
い
と
こ

ろ
ほ
ど
特
に
間
伐
手
入
を
阜
め
に
し

て
草
を
刈
入
れ
る
と
か
撞
肥
を
や
る

と
か
が
必
要
で
す
。

　
木
も
収
入
を
阜
め
る
に
は
ま
す
手

入
で
す
。
現
在
の
よ
う
に
三
十
年
生

ほ
ど
の
山
に
坪
二
本
も
成
立
さ
せ
て

お
い
て
は
肥
料
分
は
つ
き
て
し
ま
い

ま
す
。

　
不
良
朴
は
早
く
問
伐
し
て
手
入
を

す
る
よ
う
に
い
た
し
た
い
も
の
で

す
。

『
i
ー
皇
叫
』
「
謄
」
1
冊
〒

轟｝髪
　
　
　
　
　
　
く
査
又
へ
そ
れ
。
今
も
る
で

〔

鎌
な
検
・
馨
蜜
呈
墾

　
　
　
　
動

　
　
　
　
　
　
も
体
す
学
そ
お
よ
よ
う
ら
こ

　
　
　
　
　
　
間
身
ま
は
を
て
し
生
よ
じ
た

－
ー
，
l
i
ー
は
の
め
で
備
め
石
誕
い
感
つ
。

．
盛
雛
襯
難
艦
難
轍
鋤

自
分
の
こ
ご
は
自
分
で

　
　
　
　
　
新
入
児
童
に
つ
い
て
－

　
お
子
さ
ん
が
幸
せ
に
意
義
深
い
社

会
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
に
当
っ
て

ど
ち
ら
で
も
色
女
と
心
を
お
く
ば
り

の
こ
と
で
、
今
、
更
何
を
し
た
ら
よ
い

メートル方での買い方
従来の買
い方
）．4ヤール12m20cm　（約2二41モール）

）2．5ヤー一ル2m30cm（約2．52ヤール）
）2・6ヤール12m40cm　（約2・62ヤ帥ル）
）2。7ヤール，2m50Cm　（約2，73ヤール）

）2．8ヤール12m60cm　（約2．83ヤール）

）2・9ヤール12m70cm（約2・95ヤール）

）3ヤール 2m80cm（約3．06ヤ・一ル）
）3．1ヤール12m90Cm（約3。17ヤール）
）3．5ヤール 3m30cm（約3．61ヤール）
）3・8ヤール13m50Gm（約3・83ヤール）

）4　ヤール13m70cm（約4．05ヤール）

・4．5ヤール 4m20em　（約4．59ヤール）

5　ヤールi4m60em（約5・03ヤール）

－55ヤール 5m10cm（約558ヤール）
6　ヤール 5m50Cm（約6・01ヤール）
■鯨　　1尺1　40Gm　（約鯨LO6尺）
鯨　2尺，　80cm　（約鯨2・11尺）
）鯨　3尺llm20Cm　（約鯨3．17尺）
）鯨　10尺i3m80cln　（約鯨10．63尺）

）鯨20尺！7m60cm　（約鯨20．06尺）
）’

（9．9寸）

（3．3尺）

（4．95尺）

（5。94尺）

（9。9尺）

尺1　30cm
尺 1m一

尺1m50em
尺i　lm8Ccm

丈13m

1
　
3
　
5
　
6
　
1

メートル方での買い方

100グラム　　（約26。7匁）

200グラム　　（約53・3匁）

400グラ」・　（約107匁）
600グラム　　（約160匁）

800グラム　　（約213匁）
150グラム　　　　（40匁）
2う0グラム　　（約67匁）

500グラム　　（約133匁）
200CC　　　　（約L　l合）
1リツトル　　（約5．5合）

2リツトル　　（約1．1升）

従来の買
y・方

　25匁
　50匁
　100匁

　150匁

　200匁
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［1ポンド
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・
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・
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レ
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パ
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し
ド
　
　
　
　
し
ド

一
　
　
一
　
　
一

メ
　
　
　
メ
　
　
　
メ

チ
）
チ
）
チ
）

ン
合
ン
合
ン
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セ
ほ
セ
5
セ
ほ

訪
紳
肪
緬
肪
紳

阿
、
一
（
　
　
一
、
一
（
　
　
P
、
い
（

0
　
　
　
0
　
　
　
0

0
　
　
　
∩
V
　
　
O

n
∠
　
　
　
0
　
　
　
0

　
　
　
ユ
　
　
　
　

〈
・
　
合

　
　
　
　
　
　
升

－
　
　
　
に
フ

液
体
以
外

iσ二5モ；万一 50面一て約035干；万）

謄二ll 鑑1鵜？濫詔
レ

11．5ヤール　lm40Cm　（約1．53ヤール）

1・6ヤール 1m50cm（約L64ヤール）
2　ヤールi　lm90Cm（約2．08ヤー・ル）

2．1ヤール 2m　　　（約2．19ヤール）
2．2ヤール12n1うOcm　（約2．24ヤール）

2．3ヤール12m10cm（約2．3ヤール）

明日からといわず今日からメートル法

か
．
販
り
上
げ
て
問
題
に
す
る
必
要
は

な
い
よ
う
に
恵
わ
れ
ま
す
が
、
期
待

の
中
に
も
一
抹
の
さ
．
不
安
を
い
だ
く

方
の
た
め
に
入
学
前
の
心
得
を
次
に

述
べ
て
み
ま
し
た
。

て
場
体
に
つ
い
て

　
入
学
前
身
体
検
査
を
行
い
ま
す
が

医
者
に
悪
い
と
い
わ
れ
た
と
こ
ろ
は

直
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
特
に
結
膜

炎
、
皮
膚
病
な
ど
は
完
全
に
直
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

二
、
習
慣
に
つ
い
て

　
子
供
さ
ん
に
と
っ
て
は
学
校
は
全

く
新
し
い
世
界
で
す
。
今
ま
で
の
親

ま
か
せ
の
自
田
な
生
活
か
ら
規
則
正

し
い
勉
強
の
牛
活
に
入
り
ま
す
。
そ

れ
で
、

　
①
　
何
で
も
自
分
で
や
ら
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

　
②
　
誰
れ
の
物
で
も
か
ま
わ
な
か

　
っ
た
の
が
人
の
物
と
自
分
の
物
と

　
の
ハ
ッ
キ
リ
区
別
す
る
こ
と
。

．
④
自
由
か
っ
て
に
遊
ん
で
い
た

　
が
、
勉
強
を
す
る
よ
う
に
な
る
こ

　
と
。

の
三
つ
は
基
本
的
な
間
題
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
字
が
読
め
る
と
か
書

け
る
、
い
く
つ
ま
で
数
え
ら
れ
る
、

な
ど
の
問
題
以
前
の
大
切
な
こ
と
で
…
進
学
や
卒
業
を
ひ

す
。
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
天
で
便
㎜
か
え
た
小
・
中
学
校

所
に
い
け
る
、
手
を
洗
っ
て
か
ら
ご
㎜

飯
に
す
る
。
δ
飯
は
こ
ぽ
さ
す
に
一
㎜
僕
は

人
で
食
べ
る
、
着
物
も
天
で
ぬ
い
…
　
こ
ん
ど
中
学
生
！

だ
り
着
た
り
で
き
る
、
自
分
の
名
前
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
社
会
へ
！

は
読
め
る
。
ひ
と
の
も
の
と
自
分
の
…

物
と
の
区
別
が
で
き
る
。
亙
学
友
と
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
も
消
え
若
草
の
も
え
で
る
日
も

仲
よ
く
遊
べ
る
よ
う
、
わ
が
ま
ま
を
㎜
間
近
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
わ
た
く
し
た
ち
も
、
こ
と
し
の
お

な
お
す
こ
と
、
な
ど
、
今
の
う
ち
か
…

ら
心
が
け
て
注
意
し
・
よ
い
習
慣
を
㎜
し
ご
と
に
、
し
め
く
く
り
を
し
っ
か
．

つ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
㎜
し
つ
け
て
、
新
し
い
学
期
を
む
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
た
い
も
の
で
す
。

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
“

『
小
使
銭
』
㎜
無
膝
駒
纏
翻
筋
羅
齢

　
　
　
　
思
い
つ
き
㎜
を
巣
立
ち
ゆ
く
気
持
を
記
さ
れ
た
、

　
ど
ち
ら
の
ご
家
庭
で
も
子
供
達
の
㎜
お
便
り
を
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

た
め
に
相
当
の
麦
出
が
か
か
り
ま
す
…
お
し
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
．

考
を
要
す
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
…
撒
　
　
　
　
　
　
…

…
方
法
の
調
子
で
い
く
と
、
ど
ん
く

み
ん
な
に
お
い
こ
さ
れ
て
し
ま
う
、

と
い
う
こ
と
だ
。

　
こ
う
ゆ
う
勉
強
態
度
を
真
っ
先
に

考
え
、
反
自
分
の
欠
点
を
改
め
る
よ

う
に
努
力
し
な
が
ら
勉
強
に
、
女
、

仕
事
に
、
全
力
を
そ
そ
い
で
、
何
事

も
一
隼
懸
命
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
だ
が
、
い
つ
も
先
生
が
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
る
「
口
先
ば
か
り
で
な

く
、
か
な
ら
す
そ
れ
を
実
行
し
よ

う
」
と
い
う
こ
と
が
は
た
し
て
守
ら

れ
る
か
ど
う
か
。
い
や
、
僕
に
だ
っ

て
守
ろ
う
と
す
れ
ば
守
ら
れ
る
。
そ

れ
に
は
、
中
学
に
行
っ
て
も
、
先
生

．
の
言
葉
を
、
ぜ
っ
た
い
に
わ
す
れ
な

．
い
よ
う
に
つ
と
め
な
け
れ
ぱ
い
け
な

が
そ
の
中
で
も
日
六
の
小
使
銭
は
一
㎜
哩
…
…
＝
…
…
一
嗣
僑
十
日
町
中
学
校
の
冬
季
寄
宿
舎
で
楽
し
い
ダ
げ
を
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
せ
て
今
日
の
学
習
を
す
る
牛
徒
た
ち
。

　
す
で
に
実
践
し
て
お
ら
れ
る
家
庭
…
㎜

も
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
け
れ
ど
、
現
金
…
㎜

を
与
え
る
こ
と
の
良
否
は
い
ろ
7
￥
…
㎜

ご
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
学
校
へ
通
㎜
㎜

う
ま
で
の
幼
児
は
や
は
り
家
庭
で
お
…
㎜

八
つ
を
与
え
る
方
が
よ
い
と
思
い
ま
…
㎜

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
㎜

　
小
学
校
に
入
る
こ
ろ
と
も
な
れ
ば
…
㎜

適
当
に
金
銭
を
与
え
て
そ
の
価
値
と
…
…

使
用
の
力
法
な
ど
を
自
主
的
に
経
験
…
㎜

さ
せ
る
こ
と
で
与
え
た
方
が
よ
い
と
㎜
馴

思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
…
㎜

む
す
か
し
い
こ
と
で
各
女
の
環
境
や
㎜

乙
塚
庭
の
経
済
に
あ
よ
る
わ
け
で
す
㎜

が
、
少
く
て
も
多
く
て
も
よ
く
な
い
㎜

わ
け
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
小
使
銭
の
与
え
力
も
む
や
み
な
与
…

え
方
を
し
な
い
で
小
学
校
時
代
は
週
…

給
制
に
、
中
学
校
高
等
学
校
時
代
は
…

月
給
制
で
お
小
使
を
固
定
し
て
や
る
…

がっ己う
Imm川lll“lmllil“田lm“II且川量［ill”腿田“川ll川1““mi川…
下
の
写
真
は
長
い
冬
の
夜
を
先
生
を
囲
ん
で
ト
ラ
ン

契
与
へ
る
金
額
に
つ
い
て
は
大
変
…
轡
…
…
≡
…
…
一
≡
佃
ブ
を
が
、
の
し
む
牛
徒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
校
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
学
す
る
喜
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
条
小
六
樋
熊
　
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
す
ぐ
僕
達
は
数
女
の
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
を
残
し
て
下
条
小
学
校
を
去
ろ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
年
間
、
み
ん
な
と
一
し
ょ
に
勉

こ
と
は
い
か
が
な
も
の
で
し
よ
う
。
㎜
強
し
、
仕
事
を
し
、
遊
ん
で
来
た
だ

そ
し
て
午
供
達
に
計
画
性
あ
る
消
費
㎜
け
に
、
こ
の
学
校
と
別
れ
る
の
は
非

を
さ
せ
収
麦
を
明
ら
か
に
小
使
帳
を
㎜
常
に
つ
ら
い
．
叉
つ
ら
い
と
同
じ
に

つ
け
る
よ
う
に
習
慣
づ
け
る
の
も
一
㎜
中
学
に
進
学
す
る
と
い
う
大
き
な
喜

工
夫
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
㎜
び
が
、
僕
の
前
に
待
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
，
，
，
，
，
，
，
和
　
　
「
僕
も
中
学
生
に
な
る
ん
だ
。
」

諾
民
の
讐
ん
よ
り
市
警
調
と
馨
㌢
』
い
る
と
・
鯉
な
く

…
す
る
こ
と
で
、
ご
不
明
の
点
や
桶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
胸
が
ふ
く
ら
ん
で
く
る
。

雛
爺
馨
麟
離
藷
灘

｝
い
。
宛
名
は
総
務
課
「
市
政
だ
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛
な
る
ん
だ
な
あ
、
が
ん
ば
ら
な
け
ば

齢
駅
は
朋
記
下
さ
い
蜘
き
．
」
と
、
自
莚

㎜
横
鰯
糖
猫
論
繍
課
鰻
騨
雛
麓

㎜
掲
載
で
き
な
い
分
は
直
接
回
答
醸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
て
、
勉
強
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

搭
薩
ゆ
隆
…
…
…
愛
ら
な
い
・
謬
今
誇
勉
強

不
．
　
叉
中
学
に
行
け
ぽ
、
小
学
校
で
は

や
ら
な
い
よ
う
な
行
．
事
な
ど
、
本
当

に
た
く
さ
ん
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ビ

ン
ボ
ン
大
会
と
か
、
マ
ラ
ソ
ン
と

か
、
野
球
と
か
、
ま
だ
く
色
六
な

事
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
こ
の

よ
う
に
小
学
校
で
は
、
め
っ
た
に
み

ら
れ
な
い
よ
う
な
、
め
す
ら
し
い
の

が
、
中
学
校
で
は
沢
山
あ
る
。

叉
、
各
科
ご
と
に
先
生
が
変
わ
る
と

い
う
事
も
、
僕
達
に
と
っ
て
は
、
今

ま
で
に
、
た
だ
の
一
度
も
な
が
っ
た

こ
し
し
だ
。

　
其
の
他
、
色
女
な
こ
と
が
あ
る
ら

し
い
が
、
そ
う
い
う
喜
び
を
も
っ
て

中
学
に
入
れ
る
と
い
う
事
は
本
当
に

一
意
講
繍
癖
勉
強
を
し

中
学
で
く
ら
す
わ
け
だ
が
・
こ
れ
か

ら
の
勉
強
は
、
中
学
生
の
名
に
か
＼

わ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
ぜ

っ
た
い
に
い
け
な
い
と
思
う
．

　
高
い
塔
を
重
ね
て
い
く
に
は
、
し

っ
か
り
と
し
た
土
台
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
今
ま
で
教

わ
っ
が
勉
強
を
土
台
に
し
て
「
い
っ

し
よ
う
け
ん
め
い
や
る
ぞ
」
と
い
う

強
い
覚
悟
を
も
っ
て
、
新
し
い
中
学

校
生
活
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
僕
は
つ
く
づ
く
思
う
。

卒
業
を
ひ
か
え
て

　
　
　
下
条
中
三
吉
田
豊
子

　
　
「
私
は
看
護
婦
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
」
こ
れ
は
確
か
小
学
校
の
三

四
年
の
頃
だ
っ
た
．
作
交
の
時
間
に

私
の
書
い
た
の
を
先
生
が
読
ん
で
く

だ
さ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
今
、

磯
奴
誘
姥
鍔
鰻
耀
魏

一がつ
き
ま
せ
ん
。
何
か
の
き
っ
か
け

が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
が

一
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

　
そ
し
て
あ
の
時
の
夢
は
小
学
校
の

五
、
六
年
か
ら
中
学
の
一
年
頃
ま
で

は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
中
学

の
二
年
に
な
っ
て
卒
業
後
の
進
路
に

つ
い
て
警
い
て
み
る
事
に
な
っ
て
、

は
っ
と
し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
進
学

も
し
た
か
っ
た
。

　
家
の
人
に
し
て
み
れ
ば
、
就
職
の

道
を
選
ん
だ
方
が
お
金
も
か
＼
ら
な

ぐ
て
済
む
の
で
良
い
の
だ
と
も
考
え

た
。
　
だ
が
家
の
犠
牲
に
な
ん
て
な
る
必

要
は
な
い
。
親
の
恩
に
報
い
な
が
ら

進
む
道
だ
っ
て
あ
る
の
だ
と
、
迷
路

を
あ
え
ぎ
な
が
ら
、
も
っ
と
も
っ
と

勉
強
し
て
立
派
な
社
会
人
に
な
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
た
。

　
三
年
に
な
っ
て
か
ら
、
ホ
ー
ム
・

ル
ー
ム
の
時
間
に
先
生
が
定
時
制
高

校
の
話
を
し
て
下
さ
っ
た
。
私
は
早

速
家
に
帰
っ
て
母
に
「
定
時
制
高

校
に
行
こ
う
か
」
と
聞
い
て
み
た
。

　
「
職
場
と
学
校
と
の
つ
り
合
い
が
よ

く
と
れ
ね
エ
し
、
つ
れ
エ
ぞ
」
と
い

う
返
拳
だ
け
だ
っ
た
．
し
ば
ら
く
し

て
適
性
検
査
も
や
っ
て
み
た
が
ど
う

も
私
に
適
す
る
の
は
看
護
婚
よ
り
ほ

か
に
な
い
よ
う
に
し
か
考
え
ら
れ
な

一
か
這

一
奮
合
格
の
智
せ
茜
い
て
・

【
夢
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
。
喜
び
と

禾
安
が
同
時
に
こ
み
あ
げ
て
涙
が
流

れ
た
。
試
験
勉
強
の
時
に
も
「
落
ち

た
ら
、
ど
う
し
よ
う
」
こ
ん
な
事
ば

か
り
が
頭
の
中
を
往
復
し
て
い
た
．

こ
ん
な
に
沢
山
の
受
験
者
の
中
か
ら

私
の
よ
う
な
者
が
合
格
す
る
な
ん
て

は
す
か
し
い
よ
う
だ
っ
た
。

　
私
の
行
く
養
成
所
は
二
年
で
卒
業

で
き
、
勉
強
ば
か
り
で
な
く
実
習
も

か
な
り
多
く
や
る
と
の
こ
ヒ
だ
．

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
も
、
ど
ん
く

進
歩
し
て
医
学
の
方
も
、
そ
れ
に
伴

っ
て
進
歩
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
私
が
思
う
に
は
、
や
は

り
患
肴
さ
ん
に
対
す
る
看
護
人
の
愛

情
も
よ
り
必
要
で
な
い
か
と
思
う
。

そ
れ
で
病
人
に
対
し
て
は
、
常
に
暖

か
な
気
持
で
、
励
ま
し
つ
＼
接
し
て

ゆ
こ
う
と
思
う
。

　
私
の
合
格
を
、
友
達
も
家
の
人
達

も
喜
ん
で
く
れ
た
。
友
達
の
励
ま
し

の
声
と
母
の
力
に
よ
っ
て
合
格
し
た

の
だ
ろ
う
。
私
は
友
達
と
母
に
、
そ

し
て
先
生
に
深
く
感
謝
を
し
て
い

る
。
そ
し
て
官
派
な
社
会
の
一
員
と

な
っ
て
病
む
人
の
力
に
な
ろ
う
と
誓

っ
て
い
る
。
や
が
て
こ
の
雪
の
消
え

初
め
る
頃
雄
六
し
く
社
会
の
第
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
（
中
略
）
　
　
　
ひ
る
が
え

っ
て
小
学
生
の
頃
、
一
番
い
や
だ
っ

た
事
は
運
動
会
だ
っ
た
。
走
る
の
が

不
得
手
だ
っ
た
為
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
．
中
学
に
入
っ
て
か
ら
は

、
そ
ん
な
に
い
や
に
は
感
じ
な
く
な
っ

た
。
「
ス
ボ
ー
ッ
は
勝
つ
こ
と
よ
り

も
、
参
加
す
る
事
だ
」
と
い
う
事
を

学
び
と
っ
た
か
ら
だ
。
だ
が
中
学
生

生
活
は
笑
い
の
中
に
終
る
と
い
う
よ

う
に
な
ま
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

　
そ
れ
は
テ
ス
ト
が
つ
き
ま
と
っ
た

か
ら
だ
。
か
ん
が
え
て
み
る
と
、
卒

業
ま
炬
、
後
数
え
る
程
し
か
な
く
な

っ
た
。
こ
の
少
い
中
学
生
牛
活
を
ど

の
よ
う
に
過
ご
し
た
ら
良
い
だ
ろ
う

か
。
最
後
の
試
験
に
全
力
を
注
ぎ
、

最
後
の
し
め
く
＼
り
を
つ
け
た
い
と

一
思
う
。
昼
休
み
は
小
さ
い
時
か
ら
の

思
い
出
を
語
り
合
い
、
な
る
べ
く
楽

し
く
す
ご
そ
う
。
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